
製造業の労働災害が増加
しています。

栃木県内の製造業における労働災害発生状況【令和６年１１月末現在】

○ 死亡者数 ３人
○ 死傷者数（休業４日以上の死傷者数）

４８８人 対前年同期比１６人（３．２％）の減少

大田原労働基準監督署管内の労働災害発生状況（製造業）【令和６年１１月末現在】

○ 死亡者数 ０人

○ 死傷者数 ６６人 対前年同期比１３人（２４．５％）の増加
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令和６年１１月末日までの、大田原労働基準監督署

管内の製造業で発生した休業４日以上の死傷災害６６

件を事故の型別で見ますと、転倒（２５．８％）、は

さまれ・巻き込まれ（１８．２％）、動作の反動・無

理な動作（１６．７％）となっています。

したがってこの３つの型別の災害で、全労働災害の

６０．７％を占めている状況にあります。

また、年齢別でみると５０歳以上の労働者が４３．

９％と半数近くを占めている状況であり、高年齢労働

者への労働災害防止対策の徹底も重要です。

大田原労働基準監督署



その作業、安全対策は十分ですか？

☑ 転倒災害の防止

●床面の油など液
体は放置せず、
その都度除去し
ましょう。

●多量の水を扱う
職場は、床面や
履物を滑りにく
い材質の物にし
ましょう。

●通路には転倒の
おそれのある物
は置かないよう
にしましょう。

●仮置きする場合
も、不意な接触
による転倒を防
止する措置を講
じましょう。

☑ はさまれ・巻き込まれ災害の防止

●危険な箇所に
手を近づける
必要のない作
業方法としま
しょう。

●巻き込まれた
場合、直ちに
機械を停止で
きる構造（非
常 停 止 装 置
等）を備えま
しょう。

☑ 動作の反動・無理な動作災害の防止

●重量物の取り
扱い作業につ
いては、機械
による自動化
や台車・昇降
装置などの使
用による省力
化 を 図 り ま
しょう。

●不自然な姿勢で
の作業とならな
いよう、作業機
器や作業台は、
作業者の体格を
考慮して配置し
ましょう。

図の出典：厚生労働省
職場のあんぜんサイト

●機械の掃除等を
行う時は、機械
の運転停止を徹
底しましょう。

●内容物の飛来や
不意の物の混入
を防ぐため、蓋
をする等の措置
を講じましょう。

http://anzeninfo.mhlw.go.jp/hiyari/hiy_0064.html
http://anzeninfo.mhlw.go.jp/hiyari/hiy_0205.html


☑ 災害防止対策資料をチェック

転倒予防・腰痛予防の取組

リスクアセスメントの実施支援システム

従業員の幸せのための安全アクション
SAFEコンソーシアムポータルサイト

化学物質による労働災害防止のための
新たな規制について

労働者と同じ場所で危険有害な作業を行う
個人事業者等の保護措置が義務付けされます

外国人労働者の安全衛生対策について



エイジフレンドリーガイドライン
（高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン）

大田原労働基準監督署 R6.12作成


